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６０日前まで）

植付前の土つくり
（植付前に施用）

茎や葉を丈夫にし、

倒伏軽減や登熟

使用時期 使用回数

移植３日前～
移植当日

２回
以内

効果を高める目的

（穂肥時などに施用）

アイアン
サポート

シリカサポート

移植後（収穫

・湛水深を５～６ｃｍにし，水の出入りをしっかり止め
畦畔から均等に投げ込む

・広葉雑草が混在するほ場では，それらに有効な剤と
組み合わせて使用する。

・使用の際は展着剤を加用する。
・漏水田（減水深２ｃｍ/日以上）では使用しない。

いもち病，ウンカ類，コブノメイガ（はまきむし）　※ヒノヒカリ用

ウンカ類，コブノメイガ　　※あきほなみ用

いもち病，ウンカ類，コブノメイガ，紋枯病

ウンカ類，カメムシ類

いもち病，紋枯病，ウンカ類，カメムシ類

ウンカ類，カメムシ類

使用上の注意

移植後２５日～ノビエ５葉期，
ただし、収穫３０日前まで

湛水散布
ノビエ，キシュウスズメノヒエ，アゼ
ガヤ

湛水散布

水田１年生雑草及びﾏﾂﾊﾞｲ，ﾎﾀﾙ
ｲ，ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ，ｳﾘｶﾜ等

移植直後～ノビエ2.5葉期，た
だし移植後30日前まで

湛水散布

水田１年生雑草及びﾏﾂﾊﾞｲ，ﾎﾀﾙ
ｲ，ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ，ｳﾘｶﾜ等

水田にパックのまま
投げ入れる移植後３～１０日（ノビエ２葉

期まで）

フルターボ箱粒剤

アプロードスタークルゾル，又は，スタークル粒剤

処置方法

・整地，代かきはていねいに行う
・田面の露出がないように湛水し散布する
・散布後３日間は，３～５cmの湛水深で管理
・植えいたみや活着していないときは，活着
　するまで，散布を遅らせる

ノンブラストレバリダ粉剤ＤＬ

スタークル粉剤DL，又は，トレボン粉剤DL

移植後５日～ノビエ３葉期，
ただし移植後３０日前まで

原液湛水散布または水
口施用

主な防除対象病害虫農薬名

ビルダーフェルテラチェス粒剤

フェルテラチェス箱粒剤

３回
以内

モンガリット粒剤 稲こうじ病，紋枯病等 ３～４kg/10a 収穫４５日前まで
２回
以内

ウンカ類，カメムシ類 ３kg/10a

スタークル粉剤ＤＬ ウンカ類，カメムシ類

施肥設計を参考に，地力の高いほ場は施肥を控えめに。
普通期水稲は過繁茂になりやすいので，追肥を重点にする。

フェルテラチェス箱粒剤 ウンカ類，コブノメイガ等 50g/箱
移植３日前～
移植当日 １回 中干しは７月下旬，１株あたりの茎数２２本確保後，５～１０日ほど行う。

分げつ過剰の場合は間断潅水をまじえて長めに行う。

移植～活着期は田面が露出しない程度の浅水。深水にすると水温が高
いため，活着が悪くなる。

１０kg
基  肥

ＮＫ５号

穂  肥
散布量

１号

１回

秋冬耕

移植後２０日～ノビエ６葉期，
ただし、収穫３０日前まで

冬期に耕うんすることで，スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）や越冬性害
虫の駆除，多年生雑草の対策になる。

湛水散布又は落水
散布

ノビエ，キシュウスズメノヒエ，アゼ
ガヤ

良質堆肥

資材名 １０ａあたり
施用量

1000kg

いもち病，紋枯病，ウンカ
類，コブノメイガ等

対象病害虫

７０株～６０株/坪(株間１６ｃｍ～１８ｃｍ），一株３～５本植え。地力の低
い水田では密植にする。

穂肥適期に葉色が濃い場合は穂肥の量を加減する。

落水の目安は刈取３～５日前。早期落水は実入りや食味が悪化。「あき
ほなみ」は登熟期間が長いので特に注意する

湛水散布

本田管理のポイント
土壌改良資材

いもち病，紋枯病，ウンカ
類，カメムシ類等

初
･
中
期
一
発
剤

水田１年生雑草及びﾏﾂﾊﾞｲ，ﾎﾀﾙ
ｲ，ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ，ｳﾘｶﾜ等

サラブレッドフロアブル ５００ｍｌ

イネキング１キロ粒剤 １ｋｇ

クラッシュEXジャンボ １０パック

水田１年生雑草及びﾏﾂﾊﾞｲ，ﾎﾀﾙ
ｲ，ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ，ｳﾘｶﾜ等

ザークＤ粒剤１７

農薬名

いもち病，ウンカ類，コブノメイガ等 50g/箱

移植後３日～ノビエ２葉期，
ただし、移植後３０日前まで

発
生

防
除
体
系

栽植密度

除草剤名

移植直後～ノビエ2.5葉期，た
だし移植後30日前まで

９月～１０月

６．３ｋｇ

他 モゲトン粒剤 ２～３ｋｇ

４０kg

基肥
施用量

ＮＫ５号

水稲一発くん（普通期） ４０kg

雑草の発生始～発生盛期
ただし、収穫45日前まで

ヒノヒカリ：６月２０日頃，あきほなみ：６月１５日頃が田植の適期。極端な
早植えは，夏季高温時に登熟するため，品質が低下しやすい。

田植時期

普通期水稲栽培ごよみ
１１月

下 上

防除時期

移植３日前～移植当日

３ｋｇ

月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

３回
以内

藻類（ｱｵﾐﾄﾞﾛ､ｱﾐﾐﾄﾞﾛ）・ウキクサ類

旬 上 中 下 上 中

ウンカ類，ツマグロヨコバ
イ，カメムシ類

ちっそ
成分量

１０００倍で
６０～１５０

L
出穂３０日前

農
薬
は

、
ラ
ベ
ル
の
記
載
内
容
を
確
認
の
う
え
適
正
使
用
に
努
め
ま
し
ょ
う

。

生
育

活着期 分げつ期 最高分げつ期 幼穂形成期 穂ばらみ期

水
管
理

中 下

水田１年生雑草及びﾏﾂﾊﾞｲ，ﾎﾀﾙ
ｲ，ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ，ｳﾘｶﾜ等

使用時期

主
な
管
理

作
業

対象雑草

病
害
虫
防
除

７月下旬～８月上旬

８月下旬

クリンチャー１キロ粒
剤

１．５ｋｇ

クリンチャーＥＷ １００ｍｌ

防
除
時
は
隣
接
ほ
場
の
耕
作
者
に
声
を
か
け

、
風
向
・
風
速
に
注
意
し
飛
散
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

。

品
　
種

フルターボ箱粒剤

箱
施
薬

ビルダーフェルテラチェス粒剤

１０ａあたり
使用量

ミスターホームランジャンボ １０パック

水稲一発くん（普通期） ５０ｋｇ

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

きもつき骨粉入り高度２６４

あ
き
ほ
な
み

きもつき骨粉入り高度２６４

後
期
剤

除
草
剤
基
準

３０kg

５．１ｋｇ
１０kg

穂肥
施用量

施
肥
設
計

品
種

肥料名

１０ａあたり施用・成分量

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の発生しているところは，田植え後１ヶ
月は浅水管理とし，薬剤による防除はスクミノンを散布する。

トレボン粉剤ＤＬ カメムシ類，ウンカ類 ３～４kg/10a 収穫７日前まで
３回
以内

２回
以内 タニシ対策

ウンカとコブノメイガは，梅雨前線に乗って飛来後増殖・加害する。飛来
後の７月下旬～８月上旬の粒剤防除を基本にする。熟期の遅い「あきほ
なみ」では，秋期のウンカに注意し，スタークル粉剤等で防除する。

害虫対策

ノンブラストレバリダ粉剤ＤＬ

収穫７日前まで

４kg/10a

アプロードスタークルゾル

いもち病，ごま葉枯病等

他 スクミノン スクミリンゴガイ

スタークル粒剤

収穫１４日前まで

稲こうじ病対策
前年に稲こうじ病が発生したほ場では，モンガリット粒剤を穂ばらみ期
（出穂２～３週間前：概ね８月上旬）に散布する。

収穫適期
１株の中の３～５番目に長い茎の穂の青籾割合が１０％程度になったと
きが収穫適期。

50g/箱

箱処理剤
箱処理剤の使用が病害虫病除の基本となる。防除効果を高めるため
に，必ず，育苗箱１箱あたり５０gを処理する。

１回
移植３日前～
移植当日

水管理


鹿児島きもつき農業協同組合　　園芸農産部

１～４
kg/10a

２回
以内

農
薬
安
全
使
用
基
準

本
田
防
除

３回
以内

３～４kg/10a

収穫７日前まで

ブラシン粉剤ＤＬ

３kg/10a 収穫７日前まで

平成２８年　３月作成

幼穂長１mm～10mm（出穂２０～２５日前）

幼穂長５mm～10mm（出穂１８～２０日前） 登熟日数４０日程度

登熟日数４５日程度

上上 中 下 中

出穂期

重点防除

乳熟期 糊熟期 黄熟期 成熟期

下上

田 植 

田 植 

中干し 

中干し 

穂 肥 

穂 肥 

収 穫 

収 穫 

田  植 
 

箱施薬 

周
辺
除

中

干

し 

周
辺
除

穂肥 
稲こうじ
病防除 

 

周
辺
除
草 

落水 

 
収 
穫 
 

いもち病 

ビームアドマイヤース ブラシントレバリダ水和剤 スタークル粒剤 

出 穂 

出 穂 

アプロードパダン粒剤 ノンブラストレバリダ粉剤 

浅  水 浅  水 落 水 中干し 間断潅水 間断潅水 

ウン
カ防
除 

いもち 
紋枯 
防除 

カメムシ 
ウンカ 
防除 

紋枯病 

ウンカ類 
カメムシ コブノメイガ 


